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　ヨシュアの死からサムエル登場までの約300年

間、士師と呼ばれる12人の指導者が活躍し、悪

を行っては危機にۿったイスラエルを救った。

　ギデオンはサムソンと共に重要な士師として覚

えられている（ヘブライ11：32）。7章は、ギデ

オンが民を率いてミディアンを撃退する場面であ

る。ギデオンは召命のときに「わたしの一族はマ

ナセの中でも最も貧弱なものです。それにわたし

は家族の中でいちばん年下の者です」（6：15）と

自らの人間的な非力を認めていたが、このことが

すでにギデオンの活躍がただ神の力によることを

予言的に物語っている。

１�॑ȟȝȧɜȽȗȲɔȾ（7ᴷ�ᴪ�）

　ギデオンがミディアンの陣営と向かい合ったと

き、ミディアンの軍勢が13万5千人（8：10）で

あったのに対し、イスラエルの軍勢はわずか3万

2千人であった（7：3）。しかし主はギデオンに、

二回にわたり民の数をさらに減らすよう命じられ

た。それは、イスラエルが「自分の手で救いを勝

ち取った」（7：2）と言っておごることがないよ

うにするためであった。

　まず、「恐れおののいている者」（7：3）2万3

千人が帰った。戦う前から恐れを抱いている者は

他の者にも影響を与えかねないということもあっ

たろう（申命記20：8）。次に、水の飲み方によっ

て民を選別した。「犬のように୳で水をなめる者、

すなわちຄをついてかがんで水を飲む者」（7：5）

は帰され、「水を手にすくってすすった者」300

人が残された（7：6）。これは注意深さを見るテ

ストであったかもしれない。主はただ民の数を減

らされたのではなく、戦いにふさわしい確固たる

信仰とすきのない注意深さを備えた精נを残され

たと言える。13万5千人対300人、人間の目には

圧倒的な力の差と映る戦いも、主の約束は「あた

かも一人の人を倒すように打ち倒すことができ

る」（6：16）というものであった。

２�ঃɟɥ՘ɝ᪍Ȣ（7ᴷ�ᴪ�5）

　戦いを前に、主はギデオンと従者プラを敵陣へ

の೫ख़に遣わす（7：10）。すると、敵の一人が仲

間に夢の話をしているのを聞く。それは、ミディ

アンがイスラエルに倒されるという内容の夢で

あった（7：13）。この話を聞き、ギデオンは主を

礼拝し、勝利を確信する（7：15）。通常、೫ख़は

敵陣の配置などを探るものであるが、この೫ख़に

おいては大軍である敵の中にも恐れがあることを

見出した。このことによって、ギデオンの心にな

お残っていたかもしれない恐れ（7：10）は取り

除かれたのである。

３�੉ȗɁӫҟ（7ᴷ�6ᴪ25）

　ギデオンは300人の民を三つの小隊に分け、深

࿡に敵陣に入っていく（7：19）。数に劣る民が大

軍を攻め၂とすために最もふさわしい時を、主は

備えられたのである。民はڙഏを吹き、水がめを

割り、大声で叫んだ（7：20）。ྨっていたであろ

う敵はこの音に驚き、また一斉にかざされた松明

（7：20）に目がくらんだかもしれない。敵は同士

討ちさえもはじめ（7：22）、敗௢していった。ギ

デオンは、残された300人以外の民をも招集し（7：

24）、彼らはミディアンの二人の੿軍を捕らえて

殺した。ギデオンの攻撃は成ࢗした。しかしすべ

ては主の御業であった。

　ギデオンの戦いと勝利には、小さな者やわずか

な民を豊かに用いられる神の力が鮮やかに物語ら

れている。そして、このことは、新約における主

イエスの教えへとつながっていく。「小さな群れ

よ、恐れるな。あなたがたの父は喜んで神の国を

くださる」（ルカ12：32）。	 （石原知ࢬ）

	 4月29日	 「ギデオンの精נ」	 聖書研究

	 テキスト	 士師記7章
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　今日は、イスラエルの人々がカナンで༥らし始

めてからのお話をします。ヨシュアに率いられた

イスラエルの人々は、先立って戦ってくださる主

なる神様を信頼し、約束の地カナンに入ることが

できました。でもすぐに正しい道を踏み外してし

まうのが、旧約聖書に出てくる人たちの歩みです。

罪人の歩みです。カナンに住み始めてからも、た

びたび神様の目に悪いことを行って（士師6：1）、

そのたびに神様は彼らに敵を送り込んで悔い改め

を求めます。この時もミディアン人が攻め込んで

きて、イスラエルの人々を7年にわたって苦しめ

ました。畑をめちゃくちゃにして、羊もݱもろば

も残さず్っていってしまいます。ついにイスラ

エルの人々は耐え切れなくなり、神様に助けを求

めて叫びました。

　すると神様は叫びを聞いてくださり、ギデオン

という人を召し出して、人々を率いるリーダー（士

師）としてお立てになりました。神様はギデオン

に言われました。「あなたはミディアン人に勝利

し、イスラエルの人々を救い出すことができる。

私があなたを遣わすからだ。」ギデオンはそうやっ

て神様に背中を押されて、いよいよミディアンの

大軍と戦うことになったのです。

　すると神様から信じられない命令がなされまし

た。「ちょっと待ちなさい。このままではイスラ

エルの戦士の数が多すぎる。このまま勝利したら、

またわたしのことを忘れて、自分たちの力で戦い

に勝ったとᅬ慢になるだろう。だから数を減らそ

う。戦いに行くのをູがっている人を家に帰らせ

なさい。」こうして2万2千人が減って、1万人だ

け残りました。しかもそれだけではありません。

神様は「まだ多すぎる。」と言われます。そして

神様は、1万人の人を水༏に導き、ひざをついて

かがんで水を飲んだ者は選ばず、手ですくって飲

んだ者だけを選ばれました。すると残ったのは、

何とたったの300人 "@	敵は数え切れないほど多

くの戦士をそろえた大軍です。いったいどうなる

ことか。ギデオンも、300人の戦士たちも不安で

いっぱいだったかもしれません。しかし信じられ

ないことが起こるのです。

　ギデオンと共に立ち上がった300人は、࿡にな

るとミディアン人にそっと近づき、ೡの中に隠し

たたいまつとڙഏとをそれぞれ持って、大軍の周

りを取り囲みました。敵はすっかりૢ静まってい

ます。すると、ギデオンたちが一斉にೡを౉きつ

けて壊したので、大きな音が響き渡って、ミディ

アン人は驚いて飛び起きました。そしてࢮてて周

りを見渡すと、たくさんのたいまつに囲まれてい

る ""	ように見えたのです。しかも300人が大き

な声で「神様のために、ギデオンのために」と叫

	 4月29日	 「ギデオンの精נ」	 説教展開例

	 テキスト	 	 士師記7章

	 参照カテキズム	子どもカテキズム問11Ȅ13Ȅ14

ȐԨЫɁɀɜȗȑ

　士師ギデオンと300人の勇士の物語である。説教中にもあるように、これはイスラエルの人々にとっ

ても非常に大切な出来事で、神の救いを想起するために語り継がれた物語である。たった300人で大軍

を打ち破らしめた神の御業の奇跡に、私たちも一緒にଜいしれたい。しかしこの奇跡の裏に、それを演

出する周到な準備があったことを語り逃して、子ども達をまるでマインドコントロールするかのような

説教は、私たちの本意ではないでしょう。この説教では戦略家としてのギデオンの知恵の非ྲྀさにあま

り触れてはいないが、もう少し取り上げてもいいかもしれない。子ども達に、思考೪止にۿらない、正

しく健全な信仰への道を備えてあげていただきたい。

「たった300人ですか !?」
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んで、ڙഏを吹きྺらしています。だから、イス

ラエルの大軍がਥってきた ""	と、ې違いしてパ

ニックになってしまいました。さあ、もうこうなっ

たらどうにもならない。暗յの中で、誰が敵か味

方かも分からぬままに、仲間同士で戦い始めて大

ई乱。ࢮてて逃げようとする者たちも、後ろから

迫ってくるギデオンたちによって次々と倒されて

いきます。イスラエルの大勝利です。ミディアン

人たちは、すっかり打ちのめされてしまって、そ

れからはもう二度とイスラエルの人々の物を్い

に来ることもなくなったのでした。

　こういうすごい奇跡が起こったこの勝利の日、

この後のイスラエルの人々はこの日を「ミディア

ンの日」と呼んで（イザヤ9：3、詩編83：10）、

神様の偉大なお力が示された大切な思い出として

長く記憶することになりました。

　私たちがこの時の300人だったら、あるいはこ

の戦いを見ていたイスラエルの人々だったら、一

体どういう気持ちでこの日を迎えたのだろう？	

いつもそういうことを考えてしまいます。神様が

助けてくれなければ、絶対勝てるわけがない、きっ

と人々はそう思ったことでしょう。でも神様はそ

のような人々の思いを求めておられたのです。も

う自分たちの力ではどうしようもない、神様に助

けていただくしかない、人々が心の底からそのよ

うに思って、神様に信頼することを始める時、そ

こに神様の救いは始まります。神様はいつもその

時を待っておられる。そしてこの「ミディアンの

日」にも、確かに人々の祈りに答え、信頼に答え、

偉大なお力を示してくださった。天地を創られた

お力を、不可能を可能にするお力を、そしてイ

エス様を死から復活させることのできるお力を、

はっきりと私たちに示してくださったのです。

　このような神様のお力への信頼、それは「どん

なことでも神様が助けてくださる」と、向こう見

ずで無ཝな行動をすることではありません。そう

いうのを私は、ಞ突「࿋信」と言っています。そ

のような勇気は神様が求めるものではありませ

ん。今日のお話のギデオンはとても؜病で、慎重

で、「神様が本当にイスラエルを救おうとされて

いるのか」、何度も何度もしるしを求めて確認し

ました（6章参照）。そしてミディアン人を攻撃

する時も、必死に頭を使って、残った300人で勝

つことができるように作戦を練りに練ったので

す。それは自分の力を頼ったということではあり

ません。神様に深く信頼して、必ず勝利が与えら

れると信じながら、自分にできることを精一෵

行って、作戦を練ったのです。そして神様はそれ

を用いられました。だから彼は300人を勝利へと

導くことができました。

　大切なことは、どんな時も、神様が私たちと共

に歩んでくださることを覚えて、၂ち着いて現実

の困難に取り組むことです。神様はあなたに必要

なものをすべてご存知のお方です。人間にはでき

なくとも神にはできるのです。その信仰をもって

力を尽くすなら、私の貧しい力が、あなたのまだ

小さなその手が、そのアイデアが、きっと神様の

大きなご計画のために用いられることになるので

す。	 （ा井孝ࢤ）

	Ȭ今週の暗唱聖句ȭ	 出エジプト記14章13節前半

恐れてはならない。၂ち着いて、今日、あなたたちのために行われる主の救いを見なさい。
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	 4月29日	 「ギデオンの精נ」	 幼稚科

Ȅɀɜȗȅ

　数でなく、人間の力でなく、主が勝利を与えて

下さることを知ろう。

Ȅࠕᩒ΍ȅ

　①お祈り

　②「欠席は誰かしら？	一週間楽しかった？」

　③「今日の礼拝のお話、とてもわくわくしたけ

れど、お話したい人はいるかな？まず、誰が

出てきましたか？」

　──（答え）神様、ギデオン、ミディアン人、

イスラエル人

　④「水༏で水を飲んでみましょう。」（身体表現）

　い）犬のように顔を水につけて୳でペロペロと

飲んだ人

　ろ）ຄを立てて手で水をすくって飲んだ人「神

様は、ຄを立てて飲んだ300人を残し　なさ

いと言われましたね。」

　ӵ「どうしてこんなに少ない人数で戦わせよう

となさったのでしょう。」

　　　兵隊の数が多いと、自分たちの力でミディ

　　アン人に勝ったと思うかも知れません

（心が　おごらないため7：1—8）。神様は、

神様が一緒　にいて勝たせて下さったことが

よくわかるよ　うに、300人で戦いに行かせ

たのです。」

　Ӷ「ミディアン人を攻めた場面を思い出しま

しょう。ここにおおぎ型の画用紙があります。

絵を描いてڙഏを作りましょう。そして、一

緒にྺらして、ᶔの声をあげましょう。」『主

のために、ギデオンのために』ブオーン！

　　　（ミディアン人の夢の、大พのパンのお話

をしてもおもしろいでしょう。）

Ȅᇏɝȅ

　どんな時にも神様の御心を祈り求め、力を与え

られ、喜んで楽しく過ごせますように。

〈やってみよう〉

ᜏቶɥͽȶȹ᯳Ɂۦɥ˨ȥɛș

ǽໄ϶Ȭɞ࿎

　　おおぎ型に切った画用紙、ストロー（ˑԡくらいに切る）、クレヨン、セロテープ。

əストローに口をつけて、「ブー」と言います。　

丸めて、セロテープで貼ります。
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	 4月29日	 「ギデオンの精נ」	 小学科下級

Ȅɀɜȗȅ

　ギデオンの勝利は神様による勝利であることを

学び、わたしたちはたとえ少数であっても、力が

弱い者であっても、主に信頼し、恐れないで悪の

力と戦う子供たちにしたい。

Ȅࠕᩒ΍ȅ

　ギデオンは、イスラエルのために、その当時バ

アルの偶像を拝みイスラエルの人々から食料や財

産を్って荒らしまわっていたミディアン人やᜦ

࿊なアマレク人と戦うために、主によって選ばれ

た人であったが、彼自身はもともと؜病な人で

あった。しかし、主は明らかな召命によって、ア

マレクびとに立ち向かう勇士として彼を立ち上が

らされました（士師記˒章11節～40節）。

　いよいよアマレクの軍隊にむかって戦いを始め

る前、主はギデオンに少数精נによって戦うこと

を求められました。それはアマレクへの勝利が人

の力ではなく、神様ご自身が御力をもって戦いた

もうたことを知らせるためでした。まず؜病な者

二万二千人が取り除かれ、一万人だけが残されま

した。主はこれでもまだ多いとして水༏に導き、

そこで水の飲み方でテストされました。犬のよう

に୳で水をなめた者、それに、ひざをついて飲ん

だ者もテストに不合格とされました。水を手にす

くってすすった者だけが残され、わずか300人し

かいませんでしたが、主はこの300人だけを戦い

の勇士としてお選びになったのでした。

ギデオンはこの300人を三つのグループに分け、

ある࿡の真࿡中頃、たいまつをೡの中にかくして

持ち、そしてもう一方にڙഏを持たせました。ギ

デオンは彼らにこう命じました。「わたしを見て、

わたしがするようにせよ。わたしとわたしが率い

る者がڙഏを吹いたら、あなたたちもڙഏを吹き

『主のために、ギデオンのために』と叫ぶのだ。」

敵陣の前に着き、ギデオンと彼の率いる百人がڙ

ഏを吹き持っていたೡを砕きました。すると、ほ

かの二組の小隊の兵士たちも同じように、そろっ

てڙഏを吹き、ೡを割ってたいまつをऒ手にかざ

し、ֲ手でڙഏを吹きつづけ、「主のために、ギ

デオンのために剣を」と叫びました。三組の部隊

はミディアンの陣地をうまく囲むようにして、そ

れぞれの場所に陣取って行動したので、敵の兵隊

は大ࢮてに騒いで、真っ暗յのなかで同士討ちに

なり、もう戦うことができないと思い逃げていき

ました。

　こうして、ギデオンたちは、イスラエルの人々

をミディアン人やアマレク人から守ったのです。

これは、神様が共におられて助けてくださったの

です。神様は、人々が苦しむ時、こうして助ける

人をおたてくださり、ご自分が御力をもって助け

てくださるのです。わたしたちはこの神様に信頼

してお従いいたしましょう。

ȄȗɁɝȅ

　困っている時にわたしたちを助けてくださる憐

れみ深い神様。どうかわたしたちが困ってどうし

たらよいかわからないとき、わたしたちを助けて

ください。イエスさまのお名前によってお祈りし

ます。アーメン。
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	 4月29日	 「ギデオンの精נ」	 小学科上級

Ȅɀɜȗȅ

　ヨシュアの死後、民を指導した士師12人の内

の一人ギデオンの信仰を知り、子供達を取り巻く

知識中心、力の支配の環境の中で何が一番大切か

を学ぶ。

Ȅࠕᩒ΍ȅ

　今日は士師記の中のヨシュアの後を継いだ指導

者（12人の内の）ギデオンの勉強です。神様の

導きでエリコを攻略しカナンに住めるようになっ

たイスラエルでしたが、すぐそのことを忘れ、偶

像礼拝にஅまりました。人間は直ぐに悪いことを

始めますね。

　そこへ隣国が侵入して来ました。ミデアン人で

す。この時神様に召されたのがギデオンです。今

日の説教からそのことを復習しましょう。

　先週に続いて3択問題です。

１. ミデアン人の侵入に備えて神様はギデオンを

召されました。どんな人でしたか。

　˽：力の強い勇者　˾：知恵のある学者

　˿：どちらかと言うと気の小さい普通の人

２. ギデオンは主の使いに会いました。主の使い

の言葉にどう答えたのでしょうか。

　˽：PL、まかしておいて下さい。

　˾：私は最も小さい貧弱な者です。

　˿：私に力を下さい。

３. 主の使いはギデオンに「恐れるな私が共にい

る。」と言い、ギデオンはその証拠を見ました。

それからギデオンが最初にしたことは何でしょ

うか。

　˽：バアルとアシュラ像ををとりこわし、偶像

礼拝をやめる。

　˾：戦争の準備をする。

　˿：ミデアン人と戦わない交渉をした。

４.イスラエルの人々はそれでどうしましたか

　˽：ギデオンを殺そうとした

　˾：ギデオンを見直した。　

　˿：無視した。

ˑ. ギデオンを中心にイスラエルの兵士が集まり

ました。いよいよ戦いです。集まったイスラエ

ルの軍の数は3万2千人。一方ミデアン人は13

万5千人。イスラエルにとって不利な戦況です。

神様はギデオンにどうせよと言われましたか。

　˽：3万2千人では足りない、兵を増やしなさ

い。

　˾：負けそうだから戦争は止めなさい。

　˿：ູがっている兵を帰らせなさい。

　この時、1万人の兵が残り、更に水༏でのテス

トで300人が残された記事は、ギデオンの精נと

して説教でも語られるので簡単に復習し、なぜ

300人で勝てたのか、物理的状況を越える神様の

作戦を理解するように導いてください。この時の

ギデオンの考えや作戦計画について、何も記され

ていないことに注意。聖書地図を見て、戦場となっ

たヨルダン川の東地方エンハドルやモレのݚ（標

高500n 余）なども調べておきたい。

Ȅᇏɝȅ　

ɦ生徒に祈らせてもよい。

　天の神様。今日学んだギデオンの活躍の中で、

人間の知恵や力が小さなことを分からせてくださ

い。どんな時にも神様のお力を信じて進めるよう

に導いて下さい。イエス・キリストの聖名によっ

てお祈りします。
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Ȅɀɜȗȅ

　勝利は人の力でなく、主が与えたもうことを知

る。

Ȅࠕᩒ΍ȅ

ᴮᴫᐥంɥɕșˢ࣊ᝣɓ

ᴯᴫґȞȴնȗ

　˭．説教を聴いて教えられたこと、心に響いた

こと、実行しようと心を動かされたことは？

　˭．分からなかったことは？

ɦ教師、生徒という以前に、まず教師自身が神の

御前に一人の御言葉の聴ਤとして、教えられた

こと、感動したこと、心を導かれていること

を、率直に生徒達に話すことが大切だと思いま

す。自分の心に響いたメッセージが一番生徒の

心に届くからです。分級では何かを新たに教え

ようと無理に導くのではなく、生徒達と御言葉

を੘って語り合ったり、共に祈る時間を重視し

てくださればと思います。

ᴰᴫץ᠎΍

ɦ質問例は、それぞれのクラスの実情に合わせて

アレンジしてくださり、解答例は子供達の答え

を補足したり、教えたりするのにお用いくださ

ればと思います。

　˭．神様はギデオンと共にミディアン人と戦う

民の数を二度にわたって減らされました。た

だでさえミディアン人の数がまさっていたの

に、神様は何故このようなことをおっしゃっ

たのでしょうか？

　ɨ「渡せば、イスラエルはわたしに向かって心

がおごり、自分の手で救いを勝ち取ったと言

うであろう。」（2節）ためであった。勝利が

ただイスラエルの神、主の御力によることを

明らかにするために、このようにされたので

ある。

　˭．ギデオンの精兵300人の勝利は何を教えて

いますか？

　ɨ勝利をもたらすのは兵の数、人間の力ではな

く、主の御力であること。

　˭．大勝利をおさめたギデオンでしたが、彼は

本来どのような人物だったでしょうか？

　ɨ「ギデオンは、ミディアン人に్われるのを

免れるため、ਈぶねの中で小พを打ってい

た。」（士師6：11）彼はとてもミディアンの

脅威と戦えるはずのない؜病な小心者であっ

た。彼が勝利できたのは、ただ「わたしがあ

なたを遣わすのではないか。」（14節）との

主の派遣と、「『わたしがあなたと共にいるか

ら、あなたはミディアン人をあたかも一人の

人を倒すように打ち倒すっことができる。』」

（16節）ことによったのである。

　˭．イスラエルの民は、神様が敵の手から救い

出してくださったこの勝利の日を「ミディア

ンの日」と呼んで長く記憶しました。この勝

利は私達とどのような関係がありますか？

　ɨ「ミディアンの日のように」（イザヤ9:3）

神様が劇的に介入されたひとりのみどりごイ

エス様の誕生とその王としての御支配によっ

て、私達も主が勝利を与えてくださることを

期待できる者とされた。

　˭．「あなたのその力をもって行くがよい。」（士

師6：14）と主は私達におっしゃってくださ

います。主の御手の中で私達の小さな力と知

恵が神様のご計画のために豊かに用いられる

と聖書は教えています。だったら、あと必要

なものは何でしょう？

　ɨこのお方を信頼して、委ねる信仰。

ᴱᴫȝᇏɝ

　神様に委ねる信仰が強められるように。

ɦ一人一人に祈りの課題を出してもらったり、自

然に浮かび上がってきた課題を祈っても良いと

思います。


